
大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
土

木
構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら
土
木
」
も
今
年

で
4
年
目
と
な
り
ま
し
た
．
今
年
度
は
，
”
海
老

江
工
区
ト
ン
ネ
ル
”

”
夢
洲
舞
洲
ト
ン
ネ
ル

”

の
見
学
に
向
か
い
ま
し
た
．
海
老
江
工
区
架
設
現

場
で
は
，
世
界
初
の
鋼
管
集
成
橋
脚
や
，
架
設
現

場
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
．
夢
洲
舞
洲
ト
ン
ネ
ル

で
は
，
シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
中
の
現

場
を
見
学
し
ま
し
た
．
ど
ち
ら
の
現
場
に
お
い
て

も
，
普
段
見
学
で
き
な
い
施
工
途
中
の
現
場
を
見

学
で
き
，
非
常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
．

ぶ
ら
土
木

就
職
先
（
令
和
4
年
4
月
入
社
）

IHI
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
，
阪
神
高
速
道
路
，
阪
神
高
速
道
路

先
進
技
術
研
究
所
，
首
都
高
速
道
路
，
川
田
工
業

夢洲舞洲トンネル 鋼管集成橋脚

日独:新名神現場見学（大津～城陽）(08/31)

白井さん学位授与式（09/22）

橋
梁
業
界
の
出
来
事
２
０
２
２

2
月

若
戸
大
橋
の
重
要
文
化
財
指
定

3
月

岐
阜
国
道
被
災
し
た
川
島
大
橋
鋼
桁
の
撤
去
を
開
始

8
月

豪
雨
で
福
島
県
内
磐
越
西
線
の
濁
川
橋
梁
が
流
失

山
形
県
飯
豊
町
に
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
の
鉄
橋
崩
落

1
月

ア
メ
リ
カ
東
部
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
橋
梁
崩
壊

2
月

独
、
高
速
道
路
の
橋
を
爆
破
解
体

8
月

中
国
四
川
省
、
建
設
中
の
道
路
橋
が
崩
壊

日
本

世
界

最
近
の
研
究
室

10
月
に
北
市
様
（
日
本
製
鉄
）
が
社
会
人
ド
ク
タ
ー
に
入
学

し
ま
し
た
．
ま
た
，
学
部
４
回
生
6
人
，
ド
ク
タ
ー
1
人
が
新

た
に
加
わ
り
，
総
勢
30
人
の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
．
感
染
症

拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
工
夫
し
て
，
日
々
，
研
究
室
に
て
研

究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
．
現
在
は
，
鋼
構
造
論
文
集
の
執
筆
，

卒
業
論
文
，
修
士
論
文
に
関
す
る
実
験
，
解
析
を
精
力
的
に

行
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
，
後
期
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
白
井

さ
ん
は
，
ヒ
ノ
デ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
に
着
任
さ
れ

ま
し
た
．
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
．

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鋳
鉄
床
版
接
合
部
設
計

当
て
板
補
修
・
補
強

合
成
床
版

底
鋼
板

継
手
部
の
設
計

日
之
出
水
道
機
器
株
式
会

社
が
所
有
す
る
佐
賀
県
の
研

究
所(R

＆D

総
合
セ
ン
タ
ー)

に
て
，
鋳
鉄
床
版
の
実
用
化

に
向
け
て
，
鋳
鉄
床
版
と
主

桁
の
接
合
部
に
お
け
る
力
学

的
挙
動
を
検
討
す
る
た
め
，

鋳
鉄
床
版−

主
桁
間
の
押
し

鋼I

桁
下
フ
ラ
ン
ジ

当
て
板
補
強
に
関
す
る

曲
げ
載
荷
試
験
を
行
い

ま
し
た
．
本
試
験
は
，

ボ
ル
ト
本
数
お
よ
び
配

置
，
当
て
板
面
数
，
当

て
板
厚
が
当
て
板
と
下

フ
ラ
ン
ジ
の
荷
重
分
担

へ
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
．

抜
き

せ
ん

断
試

験
を

行
い

ま
し

た
．

鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合

成
床
版
の
底
鋼
板
継
手

部
の
曲
げ
疲
労
耐
久
性

を
把
握
す
る
た
め
の
試

験
で
す
．

本
研
究
で
は
，
底
鋼
板
継

手
部
に
片
面
施
工
を
可
能
に

す
る
ス
タ
ッ
ド
ボ
ル
ト
を
用

い
て
い
る
ほ
か
，
頭
付
き
ス

タ
ッ
ド
を
設

け
た
場
合
の

す
べ
り
挙
動

や
合
成
効
果

に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て

検
討
し
て
い

ま
す
．

２
０
２
２
年
度
土
木
学
会

全
国
大
会
年
次
学
術
講
演
会

9
月
15
日
～
16
日
に
京
都
大

学
で
開
催
さ
れ
，
本
研
究
室
か

ら
社
会
人
博
士
4
名
，
博
士
3

名
，
修
士
14
名
の
計
21
名
が
参

加
し
，
発
表
を
行
い
ま
し
た
．

博
士
課
程
2
年
生
の
陳
さ
ん
，

佐
倉
さ
ん
が
「
優
秀
講
演
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
．

陳さん

佐倉さん

海
外
活
動

5
月
25
日
に
チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ

でIA
B

S
E

が
開
催
さ
れ
，
本
研
究
室

か
ら
は
博
士
2
年
の
佐
倉
さ
ん
，

陳
さ
ん
，
修
士
2
年
の
福
辻
さ
ん

が
，
オ
ン
ラ
イ
ン
で
橋
本
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
．
昨
年
度
と
異
な

り
，
対
面
開
催
と
な
り
，
昨
年
度

と
比
べ
，
現
地
の
方
々
と
交
流
も

で
き
，
非
常
に
刺
激
的
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
．

令和4年
1月発行

謹賀新年号

橋
梁
研
新
聞

大
阪
公
立
大
学

8
月
10
日
に
白
井
さ
ん

「
球
状
黒
鉛
鋳
鉄
を
用
い

た
道
路
橋
床
版
と
主
桁
の

接
合
構
造
に
お
け
る
す
べ

り
挙
動
お
よ
び
合
成
効
果

に
関
す
る
研
究
」
の
博
論

公
聴
会
が

オ
ン
ラ
イ

ン
と
オ
フ

ラ
イ
ン
を

併
用
し
て

行
わ
れ
ま

し
た
．

２
０
２
２
年
度
土
木
学
会

関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会

白
井
悠
吾
氏
博
論
公
聴
会

ポスター発表

5
月
29
日
に
修
士
1
年
生
6
名
が

投
稿
を
し
た
内
容
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
関
西
大
学
で
行
い
ま
し
た
．

例
年
に
は
な
か
っ
た
ポ
ス
タ
ー
発
表
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
．
小
西
さ
ん
，
池
田

さ
ん
が
見
事
，
「
優
秀
発
表
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
．

発表会の様子

初
め
て
の
対
面
に
よ
る

学
会
発
表
で
，
緊
張
も

あ
り
，
質
疑
応
答
に
苦

戦
し
つ
つ
も
，
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
．



Japan Steel Bridge Competition
2

0
2

2

Team「フルハウス」- OMUブリッジ -

Team「We」Tower of Pioneers 

高速大師橋ジップスライド

ピザ作り海鮮料理

江の島岩屋

橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト

12
月
17
日
に
橋
の
科
学
館
に
て
橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
本
研
究
室
か
ら
は
4
回
生
が
2
グ

ル
ー
プ
参
加
し
ま
し
た.

「ju
st

b
o

x
g
ird

er
b
rid

g
e

」
は
桁

高
を
最
小
限
に
抑
え
，
施
工
性
に
特
化
し
た
箱
桁
橋
で
，

「M
Y

A
K

U
-M

Y
A

K
U

B
R

ID
G

E

」
は
，
新
時
代
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
，
新
た
な
幕
開
け
を
象
徴
す
る

E
X

P
O

25
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
橋
を

制
作
し
ま
し
た
．
そ
し
て
，
「M

Y
A

K
U

-M
Y

A
K

U

B
R

ID
G

E

」
は
見
事
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

銀
杏
の
会

8
月
20
日
に
，
就
職
内
定
祝
い
と
し

て
，
ヒ
ル
ト
ン
大
阪
の
傳
火
に
て
，
山

口
先
生
，
林
先
生
，
北
見
さ
ん
，
修
士

2
年
生
7
人
，
学
部
4
年
生
2
人
の
学

生
で
鉄
板
焼
き
を
頂
き
ま
し
た
．
ど
う

い
っ
た
社
会
人
に
な
り
た
い
か
，
自
分

の
欲
し
い
車
な
ど
を
皆
に
語
り
，
決
意

表
明
を
し
ま
し
た
．
こ
れ
を
達
成
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
．

チーム名：脈脈
橋名：MYAKU-MYAKU 

BRIDGE 

12
月
3
日
に
第
43
回
関
西
鋼

構
造
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
万
国

記
念
公
園
に
て
，
開
催
さ
れ
ま
し

た
．
今
年
こ
そ
は
優
勝
を
と
研
究

室
一
致
団
結
し
て
臨
み
，
予
選

リ
ー
グ
を
1
位
通
過
し
ま
し
た
が
，

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
，
準
決

勝
敗
退
の
4
位
と
い
う
戦
績
に
終

わ
り
ま
し
た
．

チーム名：高木山田
橋名： just box girder bridge

投
稿
論
文
一
覧

<

構
造
工
学
論
文
集>

白
井
（
修
了
生
）
：
圧
縮
側
の
添
接
板
を
省

略
し
た
鋼
製
山
留
め
材
接
合
部
の
力
学
的
挙

動
，
母
板
に
長
孔
を
有
す
る
高
力
ボ
ル
ト
摩

擦
接
合
継
手
を
用
い
た
鋳
鉄
床
版
モ
ジ
ュ
ー

ル
ー
主
桁
間
の
す
べ
り
挙
動
，
佐
倉
（
博

2
）
：
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
鋼
桁
連
結
部

の
純
曲
げ
載
荷
実
験
に
よ
る
孔
変
形
を
指
標

と
し
た
支
圧
限
界
状
態
に
関
す
る
研
究
，
山

下
（
博
2
）
：
負
曲
げ
作
用
に
対
す
る
鋳
鉄

床
版
の
デ
ッ
キ
添
接
構
造
に
関
す
る
検
討
，

浅
野
（
博
2
）
：
薄
層
モ
ル
タ
ル
厚
さ
お
よ

び
モ
ル
タ
ル
強
度
が
頭
付
き
ス
タ
ッ
ド
の
せ

ん
断
耐
力
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
実
験
的

研
究
，
大
浦
（
修
了
生
）
：
桁
端
部
に
腐
食

損
傷
を
有
す
る
鋼
鈑
桁
橋
構
成
部
材
の
終
局

時
に
お
け
る
荷
重
分
担
に
関
す
る
解
析
的
検

討
，
中
本
（
修
了
生
）
：
片
面
施
工
摩
擦
支

圧
併
用
継
手
の
荷
重
伝
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関

す
る
解
析
的
検
討
，
藤
原
（
修
了
生
）
：

ハ
ッ
ク
高
力
ワ
ン
サ
イ
ド
ボ
ル
ト
を
用
い
た

摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ
り
お
よ
び
す
べ
り
後

挙
動
に
関
す
る
実
験
的
研
究
，
福
辻
（
修

2
）
：
接
合
面
に
不
陸
修
正
材
用
接
着
剤
を

塗
布
し
た
高
力
ボ
ル
ト
接
合
継
手
の
す
べ
り

挙
動
お
よ
び
す
べ
り
耐
力
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
，
堀
井
（
修
2
）
：
拡
大
孔
・
長
孔
を

有
す
る
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ

り
耐
力
低
減
に
関
す
る
解
析
的
検
討

<

鋼
構
造
論
文
集>

杉
本
（
修
了
生
）
：
ス
プ
リ
ッ
ト
テ
ィ
ー
継

手
に
お
け
るF

E
M

解
析
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
モ

デ
ル
の
検
討
，
郎
（
修
了
生
）
：
母
板
孔
径

と
継
手
板
厚
が
皿
型
ボ
ル
ト
継
手
の
す
べ
り

耐
力
に
及
ぼ
す
影
響
，
白
井
（
修
了
生
）
：

F
C

D

床
版
モ
ジ
ュ
ー
ル
ー
主
桁
間
の
接
合
構

造
に
着
目
し
た
す
べ
り
挙
動
お
よ
び
合
成
効

果
に
関
す
る
解
析
的
検
討
，
申
（
修
了

生
）
：
鋼
床
版U

リ
ブ
切
断
工
法
に
お
け
る
横

リ
ブ
交
差
部
補
強
構
造
に
関
す
る
繰
り
返
し

載
荷
実
験
，
陳
（
博
2
）
：
リ
ベ
ッ
ト
接
合

と
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
の
併
用
接
合
の
荷

重
伝
達
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
，
浅
野

（
博
2
）
：
薄
層
モ
ル
タ
ル
と
ス
タ
ッ
ド
間

隔
が
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
床
板
を
適
用
し
た
合
成

桁
の
鋼
桁
ー
床
版
間
の
合
成
作
用
に
与
え
る

影
響
に
関
す
る
実
験
的
研
究
，
大
浦
（
修
了

生
）
：
桁
端
部
に
腐
食
損
傷
を
有
す
る
鋼
鈑

桁
橋
の
橋
梁
シ
ス
テ
ム
挙
動
を
考
慮
し
た
当

て
板
補
修
効
果
に
関
す
る
解
析
的
検
討

ゼ
ミ
旅
行

10
月
14~

16
日
に
神
奈
川
・
静
岡
へ
2
泊
3

日
の
ゼ
ミ
旅
行
に
行
き
ま
し
た
．
1
日
目
は
高

速
大
師
橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
前
の
床
版
の

上
を
歩
か
せ
て
頂
き
，
2
週
間
で
の
架
け
替
え

を
実
現
す
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
に
つ
い
て
教

え
て
頂
き
ま
し
た
．
株
式
会
社IH

I

イ
ン
フ
ラ
シ

ス
テ
ム
の
皆
様
，
現
場
見
学
会
を
ご
準
備
頂
き

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
．
そ
の
後
，
江
ノ
島
の

洞
窟
や
灯
台
を
散
策
し
，
お
い
し
い
海
鮮
料
理

を
頂
き
ま
し
た
．
2
日
目
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

大
涌
谷
ま
で
行
き
，
黒
い
温
泉
卵
を
食
べ
ま
し

た
．
そ
の
後
，
海
賊
船
で
芦
ノ
湖
を
周
遊
し
，

三
島
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク
で
吊
り
橋
を
渡
り
，
ロ

ン
グ
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
に
挑
戦
し
ま
し
た
．
最

終
日
に
は
，
城
ケ
崎
海
岸
や
浄
蓮
の
滝
で
大
自

然
が
作
り
出
し
た
壮
大
な
景
色
を
堪
能
し
ま
し

た
．
ま
た
，
ピ
ザ
作
り
を
体
験
し
た
り
，
世
界

遺
産
の
韮
山
反
射
炉
も
見
学
し
ま
し
た
．
思
い

出
に
残
る
ゼ
ミ
旅
行
と
な
り
ま
し
た
．

9
月
7,

8,

9
日
の
3
日
間
に
か
け
て
，JS

B
C

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
今
年
は
，
感
染
症

対
策
を
行
っ
た
う
え
で
，
1
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
．
本
学
か
ら
は
，
建

築
構
造
・
材
料
研
究
室
１
名
，
本
研
究
室
の
尾
葉
石
，
小
村
，
関
本
，
中
岡
か
ら
構
成
さ
れ
る

T
eam

「
フ
ル
ハ
ウ
ス
」
と
構
造
工
学
研
究
室
1
名
，
本
研
究
室
の
赤
星
，
池
田
，
小
西
，
銭
，

鄒
よ
り
構
成
さ
れ
るT

eam

「W
e

」
が
参
加
し
ま
し
た
．
両
チ
ー
ム
と
も
に
，
従
来
の
橋
梁
形

式
に
と
ら
わ
れ
ず
，
他
に
な
い
コ
ン
セ
プ
ト
，
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
す
こ
と
で
，
デ
ザ
イ
ン
部
門

で
審
査
員
の
方
か
ら
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
．

T
eam

「
フ
ル
ハ
ウ
ス
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
，
市
大
と
府
大
の
統
合

を
表
し
，
2
つ
の
ト
ラ
ス
構
造
が

一
体
と
な
っ
て
荷
重
に
抵
抗
す
る

橋
梁
を
目
指
し
ま
し
た
．T

eam

「W
e

」
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
．
男
性

の
多
い
土
木
業
界
の
中
で
技
術
者

と
し
てT

o
p

を
目
指
し
，
主
塔
の

高
い
斜
張
橋
に
挑
戦
し
ま
し
た
．

事
前
架
設
で
た
わ
み
制
限
を
超

え
た
り
，
座
屈
が
発
生
し
た
り
し

ま
し
た
が
，
直
前
ま
で
工
夫
を
凝

ら
し
ま
し
た
．


